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里山里海は，多くの日本人の生活・生業の場
としてはもちろん，長い間，人々が自然と調和・
共存し，持続可能な生態系を構築してきた空間
としても位置づけられる．明治時代の里山里海
の村の分析等により，かつてのその姿が浮き彫
りになってきた（中村・小島，2011）．

本報告では，すでに報告されてきた千葉県及
び国レベルの里山里海に関する調査研究（中村・
本田，2010； 中村ほか，2010a,b； 日本の里山・
里海評価，2010； 日本の里山・里海評価－関
東中部クラスター，2010）をふまえ，里山里
海と都市の構造や機能，その歴史と現状，また
両方の課題と関係性等について概括した．

　第２章２節

２．里山里海の語法と概念

里山里海と都市の生態系

ているが，これは「奥山」に類似する，直接的
な人とのかかわりのない場所として古くから認
識されていた「大灘」も加え，人がさまざまに
自然とかかわりながらも，まとまりのある空間
領域の概念として提案されている（中村・本田，
2010）． 
「里山里海」は，単に「里山」と「里海」を

並べ示した概念ではない．これは，「里」の語
源が「田と土」であり，かつては行政単位，ま
た自然村を意味していたという里の原点に戻
り，「人々の住まう集落としての里と，その生活・
生業でかかわる周辺の山や海，すなわち田畑や
森林，さらに川沼から海岸・海域に至るさまざ
まな人と自然，そして文化とが一体となった領
域（複合領域）」として据えた．

なお日本の里山・里海評価（2010）では，
生態系サービスの現状と傾向について分析した
が，里山里海ランドスケープを，「人間の福利
に資する様々な生態系サービスを提供する管理
された社会・生態学的システムで構成される動
的モザイクとし，それは伝統的知識と現代科学
の融合により管理されているもので，生物多様
性は，里山・里海ランドスケープの回復力（レ
ジリアンス）と機能のために重要である」とし
ている．

「里」という言葉は「田」と「土」から成る．
田は整理された生産地の象形，土は土地神を祀
る「ほこら」の象形を意味する（新漢語林）．
したがって，里とは「田地・土地神の「ほこら」
のあるところ」を意味する．古代の国郡里制で
は人家 50 戸を示し行政単位としても用いられ
た（広辞苑 - 第五版）．

里山については，江戸期の史料では，「奥山」
「深山」に対して，人里近くの林地，生活に利
用される農用林という意味で用いられた．この
里山の概念の海への適用として「里海」の言葉
が提案され（柳，1998），最近では「里沼」や「里
川」「里湖」の言葉も用いられている．その後

「里山」については，「里」と「山」すなわち集
落や田畑，森林などの農村環境全体を示す概念
に広がっている．さらに川や湖沼から海までも
含めた概念として「里山海」の語彙も提案され

人間が認識する自然環境の単位としては，島
や流域の地形条件があげられる．これに人間社
会の要素を加えた，人と自然，また文化をも包
含する概念として「景相」と言う用語が提案
されている（沼田，1996）．そしてこの景相の
単位とした具体的空間領域としては，かつての
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「村」が相当し，これを里山里海の基本単位「景
相単位」（中村，1999）とすることができる（図
１）．

かつての日本の村は，その立地環境によって
多様であるが，いずれも「里」すなわち集落を
中心に，田畑や森林，草地，また川沼，そして
海岸や海域など，様々な土地環境がモザイク，
またゾーニング的に配置されていた（図２）．
そして人と自然，また文化とが一体となったシ
ステムとしての里山里海は，その半閉鎖的領域
での資源循環によってエネルギーを自立させる
持続可能な生態系がもたらされていた．まさに
人・自然・文化が調和・共存する持続可能な生
態系モデルと言える．

さまざまな自然環境に適応した定住の場とし
て里山里海の村が形成された．それは各地形に
対応し「山間里山」「台地里山」「谷津里山」「平
野里山」，そして湖沼の岸辺の「里沼」と河川
中下流域の川岸の「里川」，さらに海岸地形に
応じ「干潟里海」「砂浜里海」「岩礁里海」が成
立した．これら各タイプの里山里海では，共通
の機能とともにそれぞれの自然条件に対応した
人々の生活・生業が営まれ，生態系の構造と機
能も異なってくる．

以上，立地環境及び構造的特徴により里山里
海は９分類される．

ひとくちに流域と言っても数キロの小さな河
川の流域から，関東平野を形成する利根川流域
のように，その大きさはいろいろである．しか
し，その大小にかかわらず山から海に至る流
域においては，水や養分の循環系が存在する

（Odum,1983；槌田，2009）．さらに交易等の
人間活動によって多様な里山里海が互いに関係
し，資源・エネルギーを融通し合う状況ももた
らされた．

山地の森林・奥山では，森林の土壌や積雪が
水源を涵養し，その水や土壌からの養分・ミネ
ラルさらに土砂等は，河川や地下水脈をとおし
て下流そして海域にもたらされる．洪水時など
の土砂流出もときには下流の土地をリフレッ
シュさせた．かつては人の暮らしがもたらす残
渣やゴミ・廃物も流下し，下流域の里山里海の
生産を高めた．

海域や下流域に蓄積された養分等は，生物資
源として食料や肥料等として人により上流に上
げられた．さらに海域の養分等は生物を育み，
遡上する魚類や水鳥によっても再び陸域に上げ
られた．窒素含有の養分については，微生物の
働きによる脱窒作用により直接大気へも放出さ
れ，やがて降雨として地上に降りそそがれた（図

図１ 里山の村とモザイク構造 図２ 里山里海の景相単位

４．里山里海と流域
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（2010b）は，里山里海が高い生物多様性を有
する主な理由として３点をあげたが，ここでは
さらに検討を加え以下の４点とした．

①人が創出した多様かつ連続的な水環境：　奥
山の水源から海へとつながる水系のなかで，
人々は利水・治水のために新たな水環境とそ
のネットワークを創出した．とりわけ米作り
は，水田やため池，水路などのミクロな水環
境を創出したが，それは多くの生物にとって，
水環境の連続性を分断することなく，むしろ
多様な生息・生育環境をもたらした（中村，
2004a）．

② 多様な遷移段階の群落・群集が空間モザイ
クを形成：　里山では，人の管理によって，
時間軸上の多様な遷移段階を空間軸に変換し
た遷移パッチのモザイク構造が形成され，こ
れによって高い生物多様性が保持されてきた

（図４：中村，2004b）．里海においても，漁
業における自然への働きかけが，遷移の抑止
や多様なモザイク構造を形成していることが

図３ 里山里海と流域の資源循環系

３）．
このように里山里海は，人の営みを包含する

流域をまとまりとして，水及び様々な物質が循
環し，人の生活・生業においても持続可能な資
源供給のまとまりであった．

南関東の７～８世紀の古代律令時代，国郡里
制の「郡」の領域は，ほぼ河川流域と一致し，
そこには，各郡に特徴ある神社や寺院が存在し
ていた（宮本，1986）．このことは，流域とい
う限られた自然空間での資源の利用や生活・生
業，そして文化とがそのまま社会システム構築
の前提であり，社会の行政単位にもなっていた
ことを示している． 

５．里山里海と生物多様性

里山里海を生態系評価の対象とした意義の一
つに，健全な生態系機能（回復力）を支える生
物多様性の豊かさがあげられる．人間が自然を
改変し，長くその恵みを利用してきたにもかか
わらず，里山里海の生物多様性は，疲弊するこ
となく高いレベルを維持してきた．中村ほか
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明らかになりつつある．

③作物・家畜など持ち込まれた生物と土地でつ
くり出される品種：　生物は，食料や燃料，
医薬から生活用品などさまざまな生活の糧で
あった．したがって人々は，地域外から農作
物や家畜などさまざまな生物を移入させ，新
たな品種もつくり出された．このことは，目
的外の生物の移入や帰化を含め，里山里海全
体の生物多様性を高める状態をもたらした．

④節度ある資源利用と自然を守る文化の存在：
自然のリズムを尊重した人々の暮らしの中
で，衣食住にかかわる様々な文化が培われ，
自然を守り育む「里山文化」，「里海文化」が
もたらされた．特に，水神や山の神，田の神
といった信仰は，自然への畏敬の念をもたら
し，生物多様性の理解と節度ある利用につな
がった．

業や漁業・水産に交易流通も活発化する「里山
里海の時代」，そして工業と情報化による産業
経済を発展させた「開発・都市化の時代」の３
に時代区分し，さらにそれを 11 の時期に細分
した（表１）．なお「開発・都市化の時代」に
おいては，都市化が急激に進行し産業構造が大
きく変化した 1970 年前後を，里山里海社会か
ら都市化社会への転換点として注目した．

自然と人のかかわりの歴史は，人の暮らしの
原初の「狩猟・採集の時代」から，農耕・農林

図４ 時間軸の遷移を空間軸に変換した里山のモザ
イク構造（中村，2004b）

６．自然と人のかかわりの歴史

表１ 里山里海における人と自然のかかわりの変遷
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都市とは，「多数の人口が比較的狭い区域に
集中し，その地方の政治・経済・文化の中心と
なっている地域」と定義されるが，元々は「政
治の中心としての「都」と，交易・経済の中心
としての「市」の要素を兼ね備えているところ」
を意味した．

里山里海の時代では，自然の恵みを最大限に
利用した生活・生業が営まれていた．田畑での
食物生産のために周辺の林地や草地から刈敷や
堆肥が導入され，当時の必要なエネルギーのほ
とんどを領域内で賄う資源循環のシステムが存
在した．「市（いち）」を拠点とした地域外から
の物資の流出入はあったものの，基本的には自
立・循環の半閉鎖的な生態系が成り立っていた

（図５，図６：中村，2004b）．

７．里山里海から都市への生態系の変化

図６ 里山里海と都市の関係の変遷
図１．都市と里山里海との関係の変遷．

図５ 里山里海における土地利用と資源循環（中村，
2004b）
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しだいに技術や流通経済の発展・充実に伴い，
域外から資源・エネルギーを取り込み，市は周
辺の里山里海を吸収しつつ，定住する人々によ
り「まち」が形成される（宮本，1993）．やが
て物流の拠点としてまちの人口は増え，「都市」
へと発展していった．

都市と里山里海との物資や人の交流は，多く
の食料やエネルギーを都市へ流入させる一方
で，都市近郊の里山里海は，都市のゴミや屎尿
を肥料として受け入れる状況，すなわち廃物を
資源として物質循環させる都市と里山里海の関
係も生まれた．かつての江戸と房総の里山里海
の循環システムである．

人口増加と物流のさらなる拡大により，都市
への資源・エネルギーの流入は一層高まった．
しかし近年，その供給源は近隣の里山里海より，
むしろ外国等の域外に大きく依存していった．
大量生産・大量消費の生活スタイルは，ゴミや
廃物を増加させ，各地で自然破壊と環境汚染を
もたらし，その影響は現在，全地球レベルの資
源の枯渇や温暖化をもたらしつつある．このよ
うに，都市は，資源・エネルギーを外部依存し
た流出入型の開放的システムを拡大していっ
た．

８．都市拡大による里山里海の変貌

るため里山里海は造成・開発されその多様な価
値は消失している．

里山里海と都市との関係を空間的に見ると，
都市周辺地域では，都市が里山里海を飲み込む
ように拡大する状況がみられる．「生物多様性
ちば県戦略」においても，「生物多様性の現状
と課題」については「大都市周辺の里山環境」
を他の地域の里山里海とは別に項目立てしてそ
の問題点を整理している（千葉県，2008）．

里山里海域がかかえている社会的課題につい
ては，以上都市との関係において大きく二つの
地域が認識される．すなわち「都市化進行地域」
と「過疎高齢化地域」である（図７）．このよ
うに現在の里山里海と都市の関係については，

「都市域」から「里山里海域」の「都市化進行
地域」と「過疎高齢化地域」，さらには陸域で
は「奥山域」，海域では「大灘域」とその空間
領域が整理される（中村ほか，2010b）． 
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図７ 都市と里山里海の関係

現在，これまで里山里海を支えてきた農林漁
業の経済性が，他の産業に比べ相対的に低下す
る状況が著しく，里山里海では，過疎化，高齢
化が進行し，場所によっては田畑が放置される
状況も多い．特に都市から遠隔の地では，過疎
化した里山里海が奥山化し，鳥獣被害やゴミの
不法投棄等の問題も生じ，これは益々人々の生
活・生業を困窮させている．

その一方で，都市近郊では，都市化の進行が
里山里海を破壊してきた．里山里海の価値はき
わめて多様であり，人間にとっても農林漁業に
限らず豊かな自然環境やその地で育まれた伝統
文化もある．このような多くの生態系サービス
を備えている里山里海にもかかわらず，開発の
経済的価値がその農林漁業の経済的価値を上回
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